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空から見た本佐倉城

東和田城跡「鰐口」

長岡堂庭遺跡「四耳壺」

天王船塚11号墳
経塚「経筒」

印旛郡内には、城、館、屋敷と名の付く遺跡が多数存在し、当センターにおいてもたびたび調査が行われ、中世と
よばれる時代の様相にせまる貴重な成果をあげてきました。今回は「戦国 INBA」と題して、戦国時代につくられ
た城や館の調査成果から、「館のくらし」「いくさびとの精神世界」「本佐倉城と惣

そう

構
がまえ

」とテーマを設け、どのよう
に城や館が時代や状況に応じて役割の変化を遂げてきたかを見ていきます。北条氏や里見氏といった有力な戦国大
名の勢力のはざまにあった、印旛地域の状況を見ていくことで、華やかで猛々しいというイメージばかりでない戦
国時代の日常の一端を垣間見ていただければ幸いです。



　中世という時代を通じて、土地を治める領主などの政治や生活の場であった館や屋敷では、在
地の鍋やすり鉢などのほかに、瀬戸・美濃の小皿や碗、常滑の甕などといった今でも有名なやき
ものの産地の製品も使われていました。
　印旛郡内の館は、戦乱の激しくなる 15世紀になると、四街道市和良比堀込城跡のように館に
深い堀や土塁を廻らし、城郭化していくものも現れますが、多くは 16世紀前半までには使われ
なくなっていきます。代わりに城と屋敷と町が一体となった本佐倉城跡のような形態が中心にな
ります。

成田市　駒井野荒追遺跡

　遺跡では台地を削り整地した場所から
8棟の掘立柱建物跡が見つかり、さらに
周囲を幅1.5ｍほどの溝で取り囲んでい
る状況が確認できました。遺構の規模と
出土遺物から、領主の館というよりは、
屋敷であったと考えられます。

佐倉市　臼井屋敷跡遺跡

　過去、数次にわたり調査が
行われ、台地整形区画や地下
式坑、井戸状遺構などが見つ
かっています。特に平成 18
年度に行われた第10次調査
では、土塁で囲まれた主郭部
の調査が行われました。

四街道市　和良比堀込城跡

　主郭を中心に7つの郭で構成され、深い
堀と土塁を持つ姿は城と呼ぶべきものとい
えますが、主郭にある居住用とみられる掘立
柱建物跡や鍋、鉢、甕などの生活道具が出
土している点から、館が城郭化したという見
方もすることができます。

館の暮らし

四街道市和良比堀込城跡「石塔」出土状況

いくさびとの精神世界
　戦国の厳しい世界は、人々のこころにも大きな影響を与えました。中
世に成立した浄土宗や禅宗などの新仏教は武士層だけでなく、一般の民
衆にも広く受け入れられ、日本独自の仏教観へと変化していきました。
印旛地域でも、五輪塔や宝

ほう

篋
きょう

院
いん

塔
とう

、板碑、経筒、鰐
わに

口
ぐち

など、当時の人々
の祈りが込められた遺物が見つかっています。
　また一方で、日本的な美意識に高められた「茶の湯」が起こり、武将
や貴族中心に広く浸透していきま
した。その精神は、出土した天目
茶碗や茶壷の造形から偲ぶことが
でき、往時の茶の湯の姿がうかが
われます。
　中世と呼ばれる鎌倉時代から戦
国時代は、現代の日本人の生活の
根底を流れる「日本的精神」が形
成された時代であったといわれて
います。争乱の時代を生きた人々
のこころが感じられるでしょうか。

成田市天王船塚11号墳経塚「経筒」出土状況
（写真：千葉県立房総のむら所管）

本佐倉城と惣構
　惣構とは、堀や土塁で城のまわりの屋敷や町場を城と一体化させ、防御さ
せた区域をさす用語です。
　本佐倉城や臼井城も惣構の城郭で、特に本佐倉城は内郭・外郭・城下が同
心円構造を示す都市型の城とされ、16世紀前葉～中葉に再編・拡大し惣構ラ
インが構築されたと考えられています。
　戦国大名は城下を建設しそこに兵力を常駐させ、農村の商工業者などを集
めました。その結果町民と農民の分離が加速され、都市と農村の分業が確立
してゆきました。城下に武士と町人が居住することで、都市では上方の文化
がこれらの階層に広まっていったのです。

酒々井町長勝寺脇館跡（本佐倉城「惣構」の一郭）

駒井野荒追遺跡空撮と出土遺物

臼井屋敷跡遺跡空撮と
出土遺物

　中世における下総一帯は、鎌倉時代、源頼朝に味方した功績により下総守護職に任ぜられた千葉氏や、その一族・家臣によっ
て主に支配されていました。しかし、1455年に起きた享

きょう

徳
とく

の乱を契機に、千葉氏にも内乱が勃発し分裂することとなります。千
葉輔

すけ

胤
たね

の代には、拠点を亥
いの

鼻
はな

城（現在の千葉市郷土博物館一帯）から本佐倉城へと移しました。戦国時代には実質的に小田原の
北条氏の支配下に置かれ、天正18年に北条氏とともに滅びるまで、酒々井・佐倉一帯は、下総における政治的な中心地となりま
した。

（1：25,000）

和良比堀込城跡　板碑

左：本佐倉北大堀遺跡・右：和良比堀込城跡　天目茶碗

酒々井町本佐倉北大堀遺跡　茶釜

本佐倉城

本佐倉北大堀遺跡

長勝寺脇館跡

惣構推定ライン

本佐倉城の惣構推定ライン図
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印旛中世紀行

　仏像を安置する壇、厨子などに美しい色彩
装飾が施されていて、通称「光

こう

堂
どう

」と言われ
ています。厨子内で永禄 6 年（1563）の墨
書銘が発見され、堂の建立もほぼ同時期と考
えられます。（印西市小倉）

　大慈恩寺は鎌倉時代以降、千葉一族である
大須賀氏の厚い保護を受けて繁栄した寺で、
室町時代に戦没者の霊をとむらうために、足
利尊氏・直義によって全国に建てられた利

り

生
しょう

塔の、下総国における設置場所として知られ
た古刹です。またそれまでは慈恩寺と称して
いましたが、後小松天皇から「大」の一字を
賜り、大慈恩寺と寺名が変わるなど、天皇家
とも深い関わりがありました。（成田市吉岡）

　正面側面共に三間の単相の堂で、屋根は茅
か

葺
や

寄
よせ

棟
むね

造
づくり

です。棟礼に「寛正 7 年 （1466）
6 月柱立、応仁 3 年（1469）霜月上棟、文
明 4 年（1472）2 月成就」と墨書銘があり、
建立年代の明確な県下最古の建造物です。　

（本埜村角田）

　印旛沼に向けて突き出した半島状台
地の先端を利用して築かれています。
位置関係から見て、臼井城とともに、
沼上の交通を確保するために築城され
たと思われます。（印旛村師戸）

①宝
ほう

珠
しゅ

院観音堂 ②栄福寺薬師堂

　霊宝殿の前には、県内でも最大級の下総型
板碑が 2 基あります。右側は中央に阿弥陀如
来の種子と康永元年（1342）の紀年銘、そ
してその下に 60 字ほどの願文

もん

が刻まれてい
ます。左側の大形板碑には、明徳 2 年（1391）
の造立年と、阿弥陀三尊、十仏、六地蔵の種
子、光明真言の梵字、その下には約 300 字
に及ぶ願文が刻まれています。（成田市宗吾）

③東勝寺（宗吾霊堂）の板碑

④師
もろ

戸
と

城跡

⑤大
だい

慈
じ

恩
おん

寺＜写真は梵鐘（延慶3年・1310年在銘）＞

今に生きづく中世を巡ってみませんか


